（ 様式 １ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和    年   月   日
                                                  
　　　公益社団法人青少年育成広島県民会議
　　　会　長　　神　出　　亨　　様

        　　                　　　　住　所　〒　　　　－　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　　　　　－　　　　－　　　　　

                公益社団法人青少年育成広島県民会議会長表彰の
　　　　　　　　被表彰候補者の推薦について（回答）

　令和   年　 月 　日付けで依頼のこのことについては、次の者を推薦します。
１　被表彰候補者名
	表　彰　区　分

	推薦
順位
	青　少　年
（概ね３０歳未満の者）
	推薦
順位
	育成功労者
（原則50歳以上の者）
（50歳未満は活動歴20年以上）
	推薦
順位
	青少年育成
　功労団体
（大半が30歳以上）
	推薦
順位
	模範活動団体
（大半が29歳以下）

	／
	
	／
	
	／
	
	／
	

	／
	
	／
	
	／
	
	／
	

	／
	
	／
	
	／
	
	／
	

	／
	
	／
	
	／
	
	／
	

	表　彰　区　分

	推薦
順位
	青少年育成功労企業
	推薦
順位
	優良自主規制団体

	／
	
	／
	

	／
	
	／
	


　　（注）１上記に記載できない場合は別紙を添付してください。
　　　　　２推薦順位は個人、団体に関係なく、全体を通しての推薦順位となります。
２　添付書類
　(1)　推薦調書（様式２）
  (2)　その他参考となる資料

（ 様式 ２ ）
公益社団法人青少年育成広島県民会議表彰・推薦調書

	(1)推薦順位
	(2) 名　　　前 (ふ　　り　　が　　な)
	(3) 生年月日（年齢）

	（○人中○番目）　　／
	
	　　　　　年　　月　　日
（　　　　歳）

	(4)現住所

	〒　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　－　　　－　　

	(5)推薦区分
	１青少年表彰(ア.いきいき賞、イ.かがやき賞、ウ.チャレンジ賞)
２青少年育成功労者等表彰
　ア青少年育成功労者
　　①少年補導協助員、②青少年指導員･補導員、③市町民会議･青少協、
    ④地域活動･子ども会等、⑤ボ－イスカウト・ガ－ルスカウト、
　　⑥スポーツ指導、 ⑦自立支援等、
⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 イ青少年育成功労団体
　　①市町民会議、②その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　ウ青少年育成功労企業
３模範活動団体表彰
４優良自主規制団体表彰

	(6)活動年月
	主　要　経　歴
	年　数
	功　績　概　要

	　年　月　日から
　 年　月　日まで
	
	
	

	　年　月　日から
　 年　月　日まで
	
	
	

	　年　月　日から
　 年　月　日まで
	
	
	

	　年　月　日から
　 年　月　日まで
	

	
	

	　 年　月　日から
　 年　月　日まで
	
	
	

	(7)
（代表者名）
	


	結成年月日
	　　年　月　日

	(8)団体住所
	 〒　　　　－

　電話　　　　－　　　－　　　　　　担当者名：　　　　

	(9)構成人員
	小学生
人

	中学生
人
	16歳～20歳
人
	21歳～29歳
人
	30歳以上
人
	　合　計
人

	(10)活動日
（回数）
	  ① 毎日、　② 毎週　　　　曜日、 ③ 月に　　回、  ④ その他

	(11)過去に受
    けた表彰　　　　　　　
	年月日
	表彰の名称
	表彰者
	表彰理由

	
	
	
	
	

	推薦者の氏名又は団体名
	

	（推薦理由）


　活動の内容について、次に該当する場合□にレ(ﾁｪｯｸ)を入れ、その具体的な内容を記載してください。
１．個人の場合
	
	項　　　目
	具体的な内容
※レ(ﾁｪｯｸ)を入れた項目は記載必須

	□
	後継者育成に取組んでいる
（後継者育成に関する研修等の講師を務めているなど特記すべき後継者育成活動をしている）
	

	□
	新たな取組を行っている
（直面した課題に対応するため、新たな取組や活動を行っている。※他の団体に新たに所属し、その活動を行った場合を除く）
	

	□
	その他特筆すべき事項
（例えば、地域への貢献が高い評価を得ている。波及効果があったと認められる。他の団体とのネットワークを構築した等）
	


２．団体の場合
	
	項　　　目
	具体的な内容
※レ(ﾁｪｯｸ)を入れた項目は記載必須

	□
	波及効果があったと認められる
	

	□
	他団体と新たに連携を構築し活動している

	

	□
	活動が将来にわたって継続することが期待できる
（後継者育成に関する研修を実施するなど特記すべき活動をしている）
	

	□
	新たな取組を行っている
（直面した課題に対応するため、新たな取組や活動を行っている）
	

	□
	その他特筆すべき事項
（例えば、地域への貢献が高い評価を得ている等）
	





【推薦調書作成上の注意事項】

１．(1)について、推薦者（団体）が複数の場合は、個人･団体の区別なく、全体を通し　　 て推薦順位をつける。

２．(2)、(7)について、名前及び団体名（代表者名）は賞状に記載するため、楷書で明確　　 に記入する。また、ふりがなを付けること。

[bookmark: _GoBack]３．(3)について、基準年月日は令和７年４月１日現在とする。

４．(5)について、いずれか該当する番号を○印で囲む。ただし、1、2については、小区　　 分についても○印で囲むこと。

５．(6)について、表彰要綱２表彰の区分及び基準に関する経歴及び功績について記載する。

６．個人推薦の場合、(7)～(9) については記載不要。

７．団体推薦の場合、(2)～(4)については記載不要。

８．(5)の推薦区分３模範活動団体については、生徒会、クラブ活動、スポーツ少年団、　　 芸能継承団体等を対象とする。ただし、本来の活動以外に広域的な団体交流やボラン   ティア活動を５年以上継続していること。

